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林浄水場林浄水場

　今年８月に策定した、光市水道事業ビジョン（実現編）では、『強靭』『持続』『安全』の観点のもと、

５０年後１００年後のあるべき姿の実現に向けた、今後１０年間に行うべき具体的な取組みを

示しました。今回は本ビジョンの主要３施策について解説します。

　効率的な施設更新、維持管理計画の作成により、アセットマネジメント体制を構築し、

『強靭』な水道を目指します。

　将来にわたり持続可能な水道事業

の経営基盤の強化を図るため、安定

した財源の確保を目指します。

　浄水施設ごとの点検記録や修繕履歴を整備し、計画

的な修繕を行い、破損・故障などの防止と

延命化を両立します。

　林浄水場から 清山配水池までの送水管を

耐震化し、災害 に強い『強靭』な

送水管を構築し ます。

　重要度の高い管路を耐 震管で整備し、

配水管路全体の耐震性能 を高め、災害

時の被害縮小に努めます 。

　水源・浄水過程における水安全計画を作成し、水質を

維持するための管理・監視・制御方法を定め、更なる水

質の向上を実現します。

　送水・配水過程における水安全計画を作成し、いつでも

安心して水を使っていただくための取組みを充実させ、

お客様の蛇口から出る水の水質向上と安全性を高めます。

　清山南側配水本管の

耐震化・再配置を行い

維持管理の容易な配水

システムを構築します。

　水管橋や仕切弁・ドレン等の

維持管理を充実し、長寿命化の

ための定期的なメンテナンスを

行います。

　この施策の目的は、水道施設の重要度を考慮した耐震化の推進と、維持管理の充実に

よる延命化を実施し、将来の更新需要を抑制するために、ライフサイクルコストの低減

を図る体制を構築することです。

　本ビジョンでは想定されるリスクレベルとして位置づけた、南海トラフ地震発生時に

被害を最小限に抑えることを目的とした施設構築を実施していきます。

　水の安全に対する現在の取 組みを更に強化し、将来にわたって

より『安全』な水を供給する ことが可能な水道を目指します。

主要施策① アセットマネジメントの実践

主要施策③ 水安 全計画の作成

清山配水池清山配水池
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災害等予防保全計画

～　水とともに届ける「あんしん」　～

　様々なリスクへの対応を

　・災害発生に備えた行動体制の充実を目的とした「予防保全」

　・災害発生後の水道施設の早期復旧を目的とした「応急復旧」

の２つに大別し、いかなる時でも給水サービスを途切らさない『持続』可能な水道を目指します。

主要施策② 災害等対応計画の作成 　この施策の目的は「職員の災害対応レベルの向上」です。

　水道施設整備を行うことによって、地震等による直接的な被害を軽減することは可能

ですが、給水サービスに影響を与えるリスクは多数存在します。それらのリスクに対す

る行動計画を早期に確立し、訓練や実践によりさらに効率性の高いものにする必要があ

ります。

　自然災害や事故等が発生しても、可能な限り給水機能

を停止させない仕組みを構築します。

災害等応急復旧計画
　非常時でも早急に水道施設の機能回復が図れる仕組み

を構築します。

　本ビジョンでは、光市水道事業の目指す目標として「南海トラフ

地震を想定の範囲内とする」ことを掲げました。目標の達成に向け

た取組みを推進し、私たちは責任と覚悟を持ってお客様の期待と信

頼に応え、これまで築いてきた信頼関係を将来世代に繋ぐため、こ

れからも水とともに「あんしん」をお届けします。

　管路破損における修理材料の充実を図り、あら

ゆる管種・口径の修理に備えます。

　職員内部研修会を 継続して実施し、水道職員

としての知識と意識 を高めます。

　非常時においても 一定の業務レベルを維持し、

早期に水道サービス を通常レベルまで復旧する

ためのＢＣＰ（事業継 続計画）を早期に

策定します。

　ペットボトル水の適正な備蓄量を検討し、災害

への備えを充実させます。

　浄水場の中央制御装置が停止したことを

想定した訓練を行うことにより、浄水場を

停止させない取組みを充実させます。

　浄水施設の事故対応記録を各種マニュ

アルに反映できる仕組みを構築し、早期

復旧可能な体制を作ります。

　浄水施設の維持管理機能を強化するため、

非常時における電力の確保や、資機材・

薬品類の安定供給体制を確立します。

　被害状況を迅速に収集する体制と、各関係

団体との連携を強化し、断水の早期収束を目

指します。　あらゆる災害を想定

したうえで給水拠点や

応急給水方法を定め、

お客様への周知を含め

た応急給水計画を策定

します。
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◆事業概要◆事業概要
光市行政区域

光市計画給水区域

既設管（H29.3.31 現在）

浄水施設 の整備事業

※平成 30 年度分は当初予算の予定箇所

◆平成 29 年度（

▲詳細図（島田地区の一部）

▲詳細図（浅江地区の一部）

室積地区 0.2km　光井地区 1.4km

浅江地区 2.1km　大和地区 0.6km

島田・三井地区 1.0km

事業費合計 3 億 579 万円

室積地区 0.8km　光井地区 0.8km

浅江地区 2.1km

島田・三井地区 1.5km

事業費合計 3 億 549 万円

ライン表示）

◆平成 30 年度（ ライン表示）

老朽水道管の取り替え

◆平成 29 年度
岩屋・伊保木次亜 注入ポンプ更新工事

事業費合計　8 6  万円

◆平成 30 年度
岩屋・伊保木残留 塩素計更新工事

第１取水１号ポン プ更新工事

事業費合計　1,6 00 万円

岩屋・伊保木高区配水池

岩屋・伊保木低区配水池

大和配水池

観音寺配水池

上ヶ原 配水池

光市役所

千坊台配水池

林浄水場

島田駅

岩田駅

清山配水池光駅

◆水量及び給水戸数の推移◆水量及び給水戸数の推移

◆平成 29 年度決算◆平成 29 年度決算
（平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日）

◆平成 30 年度上半期◆平成 30 年度上半期
（平成 30 年 4 月 1 日～平成 30 年 9 月 30 日）

損益計算書損益計算書 貸借対照表貸借対照表

損益計算書損益計算書 貸借対照表貸借対照表

【給水量】

【有収水量】

家事用水

工場用水

その他用水

総給水量

水量 ( 千立方メートル：（ ）内は比率 ) 給水戸数 ( 戸 )

0

2,000

4,000

6,000

8,000
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17,000

18,000

19,000

20,000

21,000

22,000

【総有収水量】

【総給水量】

【8,450 千㎥】

【9,392 千㎥】

H28

【8,607 千㎥】

【9,553 千㎥】

H25

【8,457 千㎥】

【9,386 千㎥】

H26

【8,460 千㎥】

【9,400 千㎥】

H27

22,207 戸

（50.7％）

（39.9％）

（9.4％）

（50.1％）

（40.6％）

（9.3％）

21,608 戸 21,748 戸
21,944 戸

【8,335 千㎥】

【9,208 千㎥】

H29

【4,225 千㎥】

【4,669 千㎥】

H30 上半期

（40.9％）

（49.8％）

（9.3％）

（41.5％）

（49.5％）

（9.0％）

（41.5％）

（49.5％）

（9.0％）

22,205 戸22,155 戸

光市水道事業報告光市水道事業報告

資産合計（110 億 1,113 万円）

資本合計 （36 億 8,336 万円）

負債合計 （73 億 2,777 万円）

（48.4％）

（42.2％）

（9.4％）

資産合計 （113 億 2,092 万円）

資本合計 （35 億 3,610 万円）

負債合計 （77 億 8,482 万円）

総収益
（12 億 5,463 万円）

総費用
（10 億 7,994 万円）

その他収益
（1 億 1,756 万円）

給水収益
（10 億 2,235 万円）

長期前受金戻入
（5,500 万円）

特別利益
（5,972 万円）

純利益（1 億 7,469 万円）

原水及び浄水費（1 億 9,565 万円）

配水及び給水費（8,166 万円）

業務費（1 億 823 万円）

総係費（1 億 1,523 万円）

支払利息（1 億 948 万円）

減価償却費（3 億 9,864 万円）

特別損失（5,972 万円）

その他（1,133 万円）

総収益
（6 億 1,352 万円）

総費用
（4 億 6,626 万円） ( 消費税を含む )

原水及び浄水費（8,393 万円）

配水及び給水費（3,631 万円）

業務費（4,554 万円）

総係費（4,261 万円）

支払利息（5,279 万円）

減価償却費（2 億 305 万円）

純利益（1 億 4,726 万円）

その他（203 万円）
その他収益

（2,696 万円）

給水収益
（5 億 5,903 万円）

長期前受金戻入
（2,753 万円）

流動資産
（15 億 7,319 万円）資本金

（30 億 5,038 万円）

剰余金
（4 億 8,572 万円）

固定負債
（56 億 5,398 万円）

繰延収益
（14 億 4,865 万円）

固定資産
（97 億 4,773 万円）流動負債

（6 億 8,219 万円）

その他資産
（13 億 5,417 万円）資本金

（30 億 5,038 万円）

剰余金
（6 億 3,298 万円）

固定負債
（56 億 5,399 万円）

流動負債
（2 億 5,193 万円）

固定資産
（96 億 5,696 万円）

繰延収益
（14 億 2,185 万円）

光 の 水 だ よ り # ８ 光 市 水 道 事 業 報 告

【貸借対照表】
　企業の財政状態を明らかにするため、一定の時点において、企業が
　有する資産、負債及び資本を表示したもの。

【有収水量】
　水道料金徴収の対象となった水量。

【給水区域】
　水道事業者が給水サービスを提供する区域のこと。
　（事業の運営を行う上で、経済性・効率性を考慮し設定された区域であり、行政区域とは異なります）

【損益計算】
　企業の経営成績を明らかにするため、その期間の収益と費用の差の
　純損益とその発生の由来を表示したもの。6 7
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◆平成 29 年度（

▲詳細図（島田地区の一部）

▲詳細図（浅江地区の一部）

室積地区 0.2km　光井地区 1.4km

浅江地区 2.1km　大和地区 0.6km

島田・三井地区 1.0km

事業費合計 3 億 579 万円

室積地区 0.8km　光井地区 0.8km

浅江地区 2.1km

島田・三井地区 1.5km

事業費合計 3 億 549 万円

ライン表示）

◆平成 30 年度（ ライン表示）

老朽水道管の取り替え

◆平成 29 年度
岩屋・伊保木次亜 注入ポンプ更新工事

事業費合計　8 6  万円

◆平成 30 年度
岩屋・伊保木残留 塩素計更新工事

第１取水１号ポン プ更新工事

事業費合計　1,6 00 万円

岩屋・伊保木高区配水池

岩屋・伊保木低区配水池

大和配水池

観音寺配水池

上ヶ原 配水池

光市役所

千坊台配水池

林浄水場

島田駅

岩田駅

清山配水池光駅

◆水量及び給水戸数の推移◆水量及び給水戸数の推移

◆平成 29 年度決算◆平成 29 年度決算
（平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日）

◆平成 30 年度上半期◆平成 30 年度上半期
（平成 30 年 4 月 1 日～平成 30 年 9 月 30 日）

損益計算書損益計算書 貸借対照表貸借対照表

損益計算書損益計算書 貸借対照表貸借対照表

【給水量】

【有収水量】

家事用水

工場用水

その他用水

総給水量

水量 ( 千立方メートル：（ ）内は比率 ) 給水戸数 ( 戸 )

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

17,000

18,000

19,000

20,000

21,000

22,000

【総有収水量】

【総給水量】

【8,450 千㎥】

【9,392 千㎥】

H28

【8,607 千㎥】

【9,553 千㎥】

H25

【8,457 千㎥】

【9,386 千㎥】

H26

【8,460 千㎥】

【9,400 千㎥】

H27

22,207 戸

（50.7％）

（39.9％）

（9.4％）

（50.1％）

（40.6％）

（9.3％）

21,608 戸 21,748 戸
21,944 戸

【8,335 千㎥】

【9,208 千㎥】

H29

【4,225 千㎥】

【4,669 千㎥】

H30 上半期

（40.9％）

（49.8％）

（9.3％）

（41.5％）

（49.5％）

（9.0％）

（41.5％）

（49.5％）

（9.0％）

22,205 戸22,155 戸

光市水道事業報告光市水道事業報告

資産合計（110 億 1,113 万円）

資本合計 （36 億 8,336 万円）

負債合計 （73 億 2,777 万円）

（48.4％）

（42.2％）

（9.4％）

資産合計 （113 億 2,092 万円）

資本合計 （35 億 3,610 万円）

負債合計 （77 億 8,482 万円）

総収益
（12 億 5,463 万円）

総費用
（10 億 7,994 万円）

その他収益
（1 億 1,756 万円）

給水収益
（10 億 2,235 万円）

長期前受金戻入
（5,500 万円）

特別利益
（5,972 万円）

純利益（1 億 7,469 万円）

原水及び浄水費（1 億 9,565 万円）

配水及び給水費（8,166 万円）

業務費（1 億 823 万円）

総係費（1 億 1,523 万円）

支払利息（1 億 948 万円）

減価償却費（3 億 9,864 万円）

特別損失（5,972 万円）

その他（1,133 万円）

総収益
（6 億 1,352 万円）

総費用
（4 億 6,626 万円） ( 消費税を含む )

原水及び浄水費（8,393 万円）

配水及び給水費（3,631 万円）

業務費（4,554 万円）

総係費（4,261 万円）

支払利息（5,279 万円）

減価償却費（2 億 305 万円）

純利益（1 億 4,726 万円）

その他（203 万円）
その他収益

（2,696 万円）

給水収益
（5 億 5,903 万円）

長期前受金戻入
（2,753 万円）

流動資産
（15 億 7,319 万円）資本金

（30 億 5,038 万円）

剰余金
（4 億 8,572 万円）

固定負債
（56 億 5,398 万円）

繰延収益
（14 億 4,865 万円）

固定資産
（97 億 4,773 万円）流動負債

（6 億 8,219 万円）

その他資産
（13 億 5,417 万円）資本金

（30 億 5,038 万円）

剰余金
（6 億 3,298 万円）

固定負債
（56 億 5,399 万円）

流動負債
（2 億 5,193 万円）

固定資産
（96 億 5,696 万円）

繰延収益
（14 億 2,185 万円）

光 の 水 だ よ り # ８ 光 市 水 道 事 業 報 告

【貸借対照表】
　企業の財政状態を明らかにするため、一定の時点において、企業が
　有する資産、負債及び資本を表示したもの。

【有収水量】
　水道料金徴収の対象となった水量。

【給水区域】
　水道事業者が給水サービスを提供する区域のこと。
　（事業の運営を行う上で、経済性・効率性を考慮し設定された区域であり、行政区域とは異なります）

【損益計算】
　企業の経営成績を明らかにするため、その期間の収益と費用の差の
　純損益とその発生の由来を表示したもの。



光市水道局 光市水道局

【料金係】 ０８３３−７１−０７０５

水道の使用開始 ・中止について

水道料金について

【工務課】 ０８３３−７１−０７１９

水が出ない時

水道工事に関すること

【浄水課】 ０８３３−７７−０５０１

水質に関すること

浄水場見学に関すること

光市水道局　〒743－0063　光市島田一丁目 17 番１号　TEL 0833－71－0700　FAX 0833－72－8567

　寒さの厳しくなるこれからの
季節、気温が氷点下になると水道
管が凍結し、破損しやすくなりま
す。特に、屋外に露出している水
道管や、北向きの風当りの強い場
所にある水道管は凍結しやすいの

で注意してください。水道管に保温材や不用と
なった毛布などを巻きつけておくと凍結しにく
くなりますので、水道管にも冬支度をして寒さ
から守りましょう。

水道管の冬支度はお済みですか？水道管の冬支度はお済みですか？

お忘れなく !

　西日本を中心に広範囲な被害をもたらした
７月豪雨災害では、水道施設に大きな被害を受
けた地域も多く、広島県内では最大約２１万戸
が断水することとなりました。光市水道局は７月
１２日から８月２日まで、広島県竹原市と呉市へ、
事務・技術職を問わず１１組２２人を派遣し、応
急給水活動を行いました。
　これらの実践的な経験の積み上げや職員内部研
修による応急給水訓練、給水対応マニュアルを充
実させることなどにより、万が一の断水に備えた
取組みを継続して行っていきます。

７月豪雨災害における給水活動について７月豪雨災害における給水活動について

平成 30 年 11 月 光市水道局発行

　７月豪雨災害により被害を受けられた皆さまに心か
らお見舞い申し上げます。
　このたびの豪雨災害により家屋の損壊、床上・床下浸
水などの被害を受けた場合、申請により水道料金が減免
される場合があります。
　必要書類などの詳細は料金係へお問い合わせいただく
か、光市水道局ホームページをご覧ください。
　光市水道局ホームページ
　　http://www.hikarisuidou-yamaguchi.jp/

７月豪雨災害に伴う
水道料金の減免について

７月豪雨災害に伴う
水道料金の減免について

口座振替は、支払いのために金融機関等へお出
かけになる必要がなく、お支払いを忘れたという
こともなくなりますので大変便利です。

◎お手続き方法
　下記の市内金融機関窓口に備え付けの【水道料金
及び下水道使用料口座振替依頼書】に必要事項をご
記入の上、直接取扱金融機関窓口へご提出ください。
※もみじ銀行は徳山支店、中国労働金庫は下松支店に備え付

けてあります。

◎お支払いおよび口座取扱い窓口
山口銀行　北九州銀行　西京銀行　もみじ銀行
東山口信用金庫　中国労働金庫　周南農業協同組合
南すおう農業協同組合　山口県漁業協同組合（光支店のみ）
ゆうちょ銀行・郵便局（お支払いは中国５県内のみ、口座振替
は全国どこでも可能です）

※コンビニ、クレジット払いには対応しておりません。

※詳細は納付書裏面をご覧ください。

※ご不明な点は業務課料金係にお問い合わせください。

水道料金のお支払いは、
便利な口座振替がおすすめです！

水道料金のお支払いは、
便利な口座振替がおすすめです！

呉市川尻中学校での給水活動の様子


